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難解な「矯正治療」を，
できるだけ明快に，わかりやすく伝えたい！
多くのイラスト
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図解！ 矯正治療が面白いほどわかる本
基礎知識～セファロ分析～診断～治療の実際まで

イラストや写真を多用したわかりやすい解説で
矯正治療の実際が身につく！

各章末に掲載した「＋αを知っておこう！」で
読者のレベルアップを図る！
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第 ４章　「マルチブラケット治療」の実際
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前歯トルクの調整法

　抜歯ケースで上顎前歯を後方移動させる際，上顎
4前歯がトルクを失い，舌側傾斜してしまうことが
よくあリます．舌側傾斜した歯冠をふたたび唇側傾
斜させるには，通常，アーチワイヤーの前歯部にト
ルクを付与します．そのことによって，上顎 4前歯
にはブラケットを中心に反時計回りに回転させよう
とする力がかかり（図142），切端は唇側方向に，根
尖は舌側方向に移動することになるので，歯冠の舌
側傾斜が改善されるのです．
　ベンディング法を解説します．図143のような，
オメガループを付与した角のアーチワイヤーを用意
します．次に，前歯部に切端側が凸になるような緩
やかなカーブを付与します（図144，145）．このこと
によって，アーチ全体に歯冠を唇側傾斜させるよう
なトルクが付与されることになります．その後，側
切歯の遠心部を 2本のプライヤーでつかみ，犬歯よ
り後方部のトルクを 0°に戻すことにより，前歯部
のみに歯冠を唇側傾斜させるトルクが付与されたワ
イヤーができあがります．前歯部トルクの強弱は，
側切歯より後方のワイヤーを上下させることによっ
て調整できます（図146）．

+αを知っておこう！

142

トルクを強めたいとき

トルクを弱めたいとき
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タイバック
下顎前歯にワイヤーが常に
あたっている状態にする
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第 ４章　「マルチブラケット治療」の実際

　上顎右側側切歯を歯列に取り込むだけのスペースが確保できたので，同歯にブラケッ

トを装着し，ワイヤーサイズを落として再レベリングを行い，上顎右側側切歯の舌側

転位を改善しました（図30）．この際，上顎右側側切歯に下顎右側犬歯との強い咬合干

渉があったため，NT ワイヤーに三嘴鉗子を用いたワイヤーベンディングを行い，干渉

を回避しています（図31）．側切歯の反対被蓋改善後も下顎位は変化しませんでしたの

で，下顎は予定どおり左右の第一小臼歯を抜歯することにしました．

  Upper  　.018 NT ➡ .017× .025 NT ➡ .017× .025 SS ➡ .019× .025 SS（図30，31）

  Upper  

30

31

32

図34　クリンパブルフック．ワイヤーに付与することに
よ

り，タイバックしたり，顎間ゴムをかけたりできるフック
．

33

　いよいよ下顎のスタートです．下顎前歯部に叢生がある場合，この時点で下顎前歯

部にはブラケットは装着しません．下顎前歯部の歯槽骨の厚みは薄い場合が多く（p.3６

参照），叢生がある状態で下顎前歯部にブラケットを付けてレベリングを行うと，下顎

前歯が唇側に移動し，歯槽骨から出てしまうリスクがあるからです（図32〜34）．

　下顎の最初のワイヤーとして使用している「Braided wire＊」は，複数の細いステン

レススチールワイヤーを編み込んで作られた，非常に柔軟性に富んだワイヤーです．　

  Lower  　.017× .025 BD ＊➡ .017× .025 NT ➡ .017× .025 SS ➡ .019× .025 SS（図32〜34）

＊ Braided wire： 8 本の細いワイヤーを編み込んで作られている，非常に柔軟性に富んだ角ワイヤー．

32
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  Upper  

30

図34　クリンパブルフック．ワイヤーに付与することに
よ

り，タイバックしたり，顎間ゴムをかけたりできるフック
．

  Lower    Lower  

＊ Braided wire： 8 本の細いワイヤーを編み込んで作られている，非常に柔軟性に富んだ角ワイヤー．
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「アンカレッジロス量」をミリ数で把握しよう！3

　アンカレッジロスの量は，ローアングルかハイア

ングルかによって，また前歯牽引時の臼歯の加強固

定の方法や，前歯の牽引の仕方（傾斜移動・歯体移動）

によっても異なるので，数値による明確な記載のあ

る文献はあまりありません．

　しかし，治療計画を立てるうえで，アンカレッジ

ロス量を数値で見積ることは非常に重要となるため，

筆者らが考えているおおよそのアンカレッジロス量

について述べることにします．

　まずは，下顎第一小臼歯を抜歯した場合の下顎臼

歯のアンカレッジロスですが，抜歯スペース7.5mm

の約 1 / 3 の2.5mm と見積るようにしています（図

62，63）．

　次に，上顎第一小臼歯抜歯に伴うアンカレッジロ

スについて考えてみましょう．

　先に述べたように，上顎臼歯は下顎臼歯よりもア

ンカレッジロスを起こしやすいユニットであり，何

も対策を講じなければ，術前，臼歯関係がⅠ級であっ

た第一小臼歯 4 本抜歯の症例の多くは，抜歯スペー

スの閉鎖が進むにつれ，どんどんⅡ級になっていっ

てしまいます．そこで重要となるのが，先ほど紹介

した「アンカレッジの助っ人」たちです．これらを使

用することによって，上顎臼歯のアンカレッジロス

を減らし，下顎と同じ 1 / 3 程度にすれば，Ⅰ級を

保つことができるわけです．

　具体的な上顎臼歯のアンカレッジロス量について

は，筆者らは何も対策を講じない場合で抜歯のス

ペースの 1 / 2 程度，パラタルバーを使用する場合

図62　下顎第一小臼歯を抜歯した場合のアンカレッジロス
は，抜歯スペース7.5mmの約 1 / 3 の2.5mmと見積るよう

にしている．

₄₄抜歯

　下顎第一小臼歯の場合，抜歯スペース（7.5mm）の 1 / 3

（2.5mm）程度がアンカレッジロスに費やされる．

1 / 3 程度のアンカレッジロス

図63　下顎第一小臼歯を抜歯した場合のアンカレッジロス
．

臼歯 前歯2.5mm
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